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リリース内容一覧

⚫ 新機能

1. データチェックコマンドで処理レコードが存在するかチェックできる

⚫ 改善項目と変更点

1. ユーザー情報ページに登録したユーザー情報が有効ではない場合にエラーで表示

2. インポート画面レイアウトの改善

3. データチェックコマンドのユーザー存在チェックの改善

4. ユーザー情報ページでログイン名を表示するよう変更

⚫ 不具合修正



新機能
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処理レコードが存在するかチェックできる
データチェックコマンドを用いて、処理対象となるレコードが存在するかチェックできるようになり
ました。データの入力漏れやファイルのアップロード漏れ、処理対象レコードが未作成であるなど「
業務エラー」を検知できます。

krewDataの実行ログ

システムエラーは検知しても
業務エラーは検知しない

処理レコードがない（業務エラー）

更新キーの重複（システムエラー）

処理レコードの有無を業務エラーとして検知できる

データチェックコマンドで
レコードの存在チェックを行う

■活用シーン例
• 予実管理用の実績データが未入力になっている場合に未入力であることをお知らせする
• 今月請求予定のデータがないことを検知する（必要な項目の未入力など、入力時のヒューマンエラーに気付く）



改善項目と変更点



6ユーザー情報が無効である場合にエラーを表示

krewDataを使用するためには、kintoneアカウントのユーザー情報を登録する必要があります。
登録したユーザー情報が無効である場合にフロー一覧画面上に赤い帯でエラー表示するよう改善しまし
た。パスワード変更などで登録情報が変更になった場合に情報を更新する必要があるということがすぐ
に分かります。

機能改善

Krewkrew.com

ユーザー情報ページフロー一覧画面

ユーザー情報ページに遷移
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インポート画面レイアウトの改善
インポート時に「更新」を選択した場合の画面レイアウトを改善しました。

インポートするファイルと更新したいデータ編集フローのマッチングがより簡単に行えるようになりま
す。

機能改善

更新対象のフローを検索できる

アプリに存在するフローと設定ファイル内に
含まれるフロー情報をマッチングする
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ユーザー情報ページでログイン名を表示する
これまで、ユーザー情報ページでは登録した情報をすべて●●で表示していました。今後はkintoneロ
グイン名はそのまま表示し、誰のアカウントで登録されているのか判別できるようになります。

その他変更点

ログイン名は入力した情報をそのまま表示する
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その他改善項目と変更点

⚫ データチェックコマンドのユーザー存在チェックの改善
– データチェックコマンドのユーザー存在チェックにおいて、対象フィールドに複数のユーザーが設定されている場合に

エラー判定してしまう動作を正しくチェックできるよう改善しました。
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不具合修正

修正される不具合については、こちらのページでご確認ください。

https://krew.zendesk.com/hc/ja/articles/20295090198553
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